
貴種誕生と産湯の信仰と

折口信夫

青空文庫





　
　
　
　
　
一

貴
人
の
御
出
生
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
貴
人
の
誕
生
、
即
「
み

あ
れ
」
と
い
ふ
語
こ
と
ばの
持
つ
意
味
か
ら
、
先
づ
考
へ
直
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。

私
は
、
ま
づ
今
日
の
宮
廷
の
行
事
の
、
固
定
し
た
以
前
の
形
を
考
へ
さ
せ
て

貰
は
う
と
思
ふ
。
有
職
故
実
の
学
者
た
ち
の
標
準
は
、
主
と
し
て
、
平
安
朝

以
来
即
、
儒
風
・
方
術
の
影
響
を
受
け
た
後
の
様
式
に
あ
る
様
で
あ
る
。
尤
、

此
期
に
入
つ
て
、
記
録
類
が
殖
え
て
来
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
私
は
前
期
王

朝
の
ま
だ
其
々
の
伝
承
に
、
信
仰
的
根
拠
の
記
憶
せ
ら
れ
尊
奉
せ
ら
れ
て
ゐ

た
時
代
の
、
固
定
し
き
ら
な
い
俤
が
窺
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
生
活
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古
典
た
る
宮
廷
の
行
事
に
、
何
分
か
の
神
聖
感
と
、
懐
し
み
と
を
加
へ
る
こ

と
が
、
出
来
さ
う
に
私ひそ
か
に
考
へ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。

み
あ
れ
は
「
あ
る
」
と
云
ふ
語
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
「
あ
る
」
は
往
々

「
う
ま
れ
る
」
の
同
義
語
の
様
に
思
は
れ
て
ゐ
る
が
、
実
は
「
あ
ら
は
れ
る
」

の
原
形
で
、
「
う
ま
れ
る
」
の
敬
語
に
転
義
す
る
の
で
あ
る
。
一
体
、
神
或

は
貴
人
に
は
、
誕
生
と
い
ふ
こ
と
は
な
く
、
何
時
も
生
き
、
又
何
時
も
若
い
。

た
ゞ
時
々
に
休
み
が
あ
り
、
又
休
み
か
ら
起
き
か
へ
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。

此
意
味
は
、
天
子
並
び
に
其
他
の
貴
い
職
分
及
び
地
位
は
、
永
久
不
変
の
存

在
で
あ
る
か
ら
、
人
格
と
し
て
更
迭
は
あ
つ
て
も
、
神
格
と
し
て
は
死
滅
と

い
ふ
こ
と
は
な
い
。
昔
の
天
皇
或
は
貴
人
の
長
寿
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
考
へ

て
見
て
も
、
譬
へ
ば
、
武
内
宿
禰
の
長
命
、
或
は
伊
勢
の
倭
姫
命
の
長
命
な
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ど
も
、
其
考
へ
方
が
反
映
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

貴
人
に
つ
い
て
み
あ
れ
と
い
ふ
の
も
、
う
ま
れ
る
と
い
ふ
事
で
は
な
く
、
あ

ら
は
れ
る
・
出
現
・
甦
生
・
復
活
に
近
い
意
味
を
表
し
て
ゐ
る
。
永
劫
不
滅

の
神
格
か
ら
い
ふ
と
、
人
格
の
死
滅
は
、
た
ゞ
時
々
中
休
み
と
言
ふ
事
に
な

る
だ
け
で
あ
る
。
皇
子
・
皇
女
の
誕
生
が
、
そ
れ
で
あ
つ
て
、
此
み
あ
れ
が

あ
つ
た
の
ち
、
更
に
み
あ
れ
が
あ
る
こ
と
が
、
即
、
帝
位
に
即
か
れ
る
意
味

に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
子
に
な
ら
れ
る
貴
人
に
は
、
二
回

の
み
あ
れ
が
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
な
る
。

日
本
の
古
い
時
代
の
御
産
の
形
式
を
み
る
と
、
水
と
火
と
の
二
つ
の
方
式
が

あ
る
。
其
古
い
形
式
の
一
部
は
、
今
も
な
ほ
沖
縄
の
伝
承
に
残
つ
て
ゐ
る
。

神
代
紀
の
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
命
、
垂
仁
紀
の
狭
穂
姫

サ
ホ
ヒ
メ

皇
后
の
産
事
は
、
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そ
れ
／
″
＼
火
の
形
式
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
の
水
の
形
式
に
な

る
と
、
後
世
の
御
産
の
典
型
的
に
な
つ
て
ゐ
る
。
と
よ
た
ま
ひ
め
の
命
が
う

が
や
ふ
き
あ
へ
ず
の
尊
を
御
産
み
に
な
つ
た
場
合
、
或
は
反
正
天
皇
の
み
あ

れ
の
際
に
於
け
る
形
が
、
水
辺
或
は
水
の
御
産
の
形
式
と
し
て
、
顕
著
な
例

で
あ
る
。
此
側
か
ら
考
へ
る
と
、
垂
仁
紀
の
ほ
む
ち
わ
け
の
命
は
、
火
産
・

水
産
の
調
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
雲
風
土
記
の
あ
ぢ
す
き
た
か
ひ
こ
の
命

の
伝
説
は
、
皇
族
以
外
に
も
貴
種
誕
生
に
は
、
同
様
の
様
式
が
考
へ
ら
れ
た

こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
。
就
中
、
奈
良
朝
以
前
の
宮
廷
の
御
産
の
形

式
の
原
形
は
、
次
に
述
べ
る
反
正
天
皇
の
み
あ
れ
の
際
の
伝
説
よ
り
来きた
つ
て

ゐ
る
。

　
　
瑞
歯
別
天
皇
。
去
来
穂
別
天
皇
同
母
弟
也
。
去
来
穂
別
天
皇
二
年
。
立
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為
皇
太
子
。
天
皇
初
生
于
淡
路
宮
。
生
而
歯
如
一
骨
。
容
姿
美
麗
。
於

　
　
是
有
井
。
曰
瑞
井
。
則
汲
之
洗
太
子
。
時
多
遅
花
落
在
于
井
中
。
因
為

　
　
太
子
名
也
。
多
遅
花
者
今
虎
杖
花
也
。
故
称
謂
多
遅
比
瑞
歯
別
天
皇
。

右
の
日
本
紀
の
本
文
に
よ
る
と
、
産
湯
の
井
の
中
に
、 

虎  

杖 

イ
タ
ド
リ

の
花
が
散
り

込
ん
だ
の
で
、
多タ
遅ヂ
比ヒ
と
い
ひ
、
歯
が
い
か
に
も 

瑞  

々 

ミ
ヅ
〳
〵

し
い
若
皇
子
で
あ

る
か
ら
、
瑞
歯
別
と
称
へ
た
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
だ
が
、
元
来
、
多
遅
比
の

事
に
就
て
は
、
日
本
紀
の
伝
へ
が
、
い
さ
ゝ
か
矛
盾
し
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
多

遅
比
の
名
称
は
、
若
皇
子
を
御
養
育
し
た
多
遅
比
氏
（
丹
比
タ
ヂ
ヒ
氏
）
の
名
称
で

あ
つ
て
、
つ
ま
り
、
丹
比
氏
が
養
育
し
奉
つ
た
か
ら
、
若
皇
子
の
御
名
を
多

遅
比
と
称
へ
た
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
世
に
は
事
実
を
よ
そ
に

し
て
、
産
湯
の
井
の
中
に
多
遅
タ
ヂ
ヒ
の
花
が
散
り
込
む
と
云
ふ
、
此
伝
説
の
方
が
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有
名
に
な
つ
て
了
う
て
ゐ
る
。
三
代
実
録
の
、
宣
化
天
皇
の
曾
孫
た
ぢ
ひ
こ

の
王
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
に
も
、
多
遅
タ
ヂ
ヒ
の
花
が
散
つ
て
、
湯
釜
の
中
に
ま

ひ
込
ん
だ
と
あ
る
。

さ
う
い
ふ
や
う
な
貴
人
の
、
若
い
時
代
を
と
り
み
る
家
を
、
に
ぶ
（
壬
生
）

又
は
、
み
ぶ
と
も
云
ふ
。
語
原
に
さ
か
の
ぼ
る
と
丹ニ
生フ
の
水
神
の
信
仰
と
結

び
つ
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

近
代
の
語
で
云
ふ
と
り
お
や
・
と
り
こ
と
云
ふ
関
係
が
、
皇
子
及
び
臣
下
の

間
に
結
ば
れ
て
ゐ
た
訣
で
あ
る
。
み
ぶ
と
云
ふ
事
は
、
奈
良
朝
に
は
既
に
、

乳
母
の
出
た
家
を
斥サ
す
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
ら
し
い
。
其
証
左
に
は
、
壬
生

部
を
現
す
の
に
、
乳
部
と
書
い
て
ゐ
る
。
古
く
は
、
そ
こ
に
職
掌
の
分
化
が

あ
つ
て
、
第
一
に
大
湯
坐

オ
ホ
ユ
ヱ

、
そ
れ
か
ら
若
湯
坐

ワ
カ
ユ
ヱ

、 
飯  

嚼 
イ
ヒ
ガ
ミ

・
乳
母
チ
オ
モ
等
を
か
ぞ
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へ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
此
他
に
も
、 

懐  

守 

ダ
キ
モ
リ

・ 

負  

守 

オ
ヒ
モ
リ

等
の
職
分
も
あ
つ
た
の

で
あ
ら
う
。
此
だ
け
を
総
括
し
て
み
ぶ
の
職
掌
と
し
て
ゐ
る
ら
し
い
が
、
肝

腎
の
為
事
は
、
大
湯
坐
・
若
湯
坐
に
あ
る
や
う
だ
。
ゑ
と
い
ふ
語
は
、
も
の

を
据
ゑ
る
と
云
ふ
語
で
あ
る
か
ら
、
要
は
湯
の
中
に
、
入
れ
す
ゑ
取
扱
ふ
と

い
ふ
こ
と
に
あ
る
。
後
世
の
と
り
あ
げ
、
即
、
助
産
す
る
事
に
な
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
今
で
も
地
方
に
よ
る
と
、
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
の
為
事
が
、
ど

う
か
す
れ
ば
考
へ
ら
れ
る
様
な
職
で
な
く
て
、
あ
る
女
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

子
供
は
、
幾
歳
に
な
つ
て
も
盆
・
正
月
に
は
、
欠
か
さ
ず
に
其
産
婆
の
許
に

挨
拶
に
出
か
け
る
風
習
が
あ
る
。
即
、
此
は
と
り
お
や
と
と
り
こ
と
の
関
係

で
あ
つ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
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二

か
う
し
て
育
て
あ
げ
ら
れ
た
貴
人
の
為
に
、
と
り
お
や
を
中
心
と
し
た
一
つ

或
は
数
箇
の
村
が
出
来
て
、
其
貴
人
の
私
有
財
産
と
な
つ
た
。
即
、
御ミ
名ナ
代シ

部ロベ
の
起
原
で
あ
り
、
壬
生
部
と
称
せ
ら
れ
た
。
此
が
後
世
に
伝
は
つ
て
、
更

に
御ミ
封ブ
・
荘
園
と
も
変
じ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
反
正
天
皇
の
際
に

於
け
る
壬
生
部
の
統
領
は
、
丹
比
タ
ヂ
ヒ
宿
禰
と
云
ふ
家
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
、
其

家
の
宰
領
す
る
村
を
、
丹
比
壬
生
部
と
称
へ
て
ゐ
る
。
瑞
歯
別
の
伝
説
は
、

全
く
、
此
丹
比
壬
生
部
の
伝
承
し
た
叙
事
詩
か
ら
出
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
。

さ
て
代
々
の
多
く
の
皇
子
た
ち
の
壬
生
及
び
壬
生
部
は
、
皆
別
々
の
家
を
選
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ん
で
、
其
皇
子
の
私
有
に
な
る
村
々
を
、
宰
領
さ
せ
ら
れ
た
訣
で
あ
つ
た
。

み
ぶ
の
本
体
な
る
産
婆
・
乳
母
の
み
ぶ
の
　
　
選
抜
さ
れ
た
家
々
の
直
系
の

女
子
で
あ
る
　
　
出
た
其
家
長
は
、
其
際
水
辺
に
立
つ
て
、
寿
詞
を
奏
上
す

る
と
云
ふ
の
が
、
き
ま
つ
た
形
式
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
が
、
史
書
を
読
む
読

書
、
鳴
弦
の
式
に
変
つ
て
行
つ
た
の
だ
。
新
撰
姓
氏
録
を
見
る
と
、
反
正
天

皇
の
み
あ
れ
に
与
つ
た
丹
比
宿
禰
の
伝
へ
を
記
し
て
あ
る
が
、
其
に
よ
る
と
、

瑞
歯
別
の
誕
生
の
時
、
丹
比
部
の
祖
先
色
鳴
シ
コ
メ
宿
禰
が 

天  

神  

寿  

詞 

ア
マ
ツ
カ
ミ
ノ
ヨ
ゴ
ト
を
奏
し

た
と
あ
る
。
そ
し
て
此
寿
詞
を
奏
上
す
る
間
に
、
み
ぶ
に
選
ば
れ
た
女
子
が

水
に
潜
つ
て
、
若
皇
子
を
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

産
湯
と
云
つ
て
来
た
が
、
古
代
は
水
を
も
つ
て
湯
と
も
称
し
て
ゐ
る
。
誕
生

の
際
、
正
確
に
湯
に
と
り
あ
げ
た
の
は
何
時
の
頃
よ
り
か
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
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一
体
、
湯
は 

斎 

川 

水 

ユ
カ
ハ
ミ
ヅ

と
云
ふ
語
の
慣
用
が
、
こ
ん
な
略
形
に
変
じ
来
つ
た

の
で
あ
る
が
、
古
い
も
の
を
繙
け
ば
、
天
子
の
沐
浴
を
、
ゆ
か
は
あ
み
（
湯

川
浴
）
と
訓
じ
て
ゐ
る
の
が
目
に
と
ま
る
。
つ
ま
り
斎
川
ユ
カ
ハ
の
水
を
ゆ
み
づ
と

云
ひ
、
更
に
略
し
て
「
ゆ
」
と
い
ふ
形
を
生
ん
だ
の
で
、
今
い
ふ
や
う
な
、

温
湯
を
湯
と
称
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
遥
か
後
代
の
事
で
あ
る
。
だ
か

ら
産
湯
に
は
、
冷
水
を
用
ゐ
た
時
代
の
あ
つ
た
事
を
含
め
て
考
へ
な
け
れ
ば

当
ら
な
い
事
に
な
る
。

さ
て
、
ゆ
即
、
ゆ
か
は
み
づ
は
、
何
の
為
に
用
ゐ
る
の
か
と
い
ふ
に
、
此
は

申
す
ま
で
も
な
く
、
み
そ
ぎ
の
為
で
あ
る
。
今
日
ま
で
の
神
道
で
は
、
禊
祓

は
凶
事
祓
へ
を
本
と
す
る
や
う
に
説
い
て
ゐ
る
が
、
此
は
反
対
で
、
吉
事
祓

へ
が
原
形
で
あ
る
。
来
る
べ
き
吉
事
を
ま
ち
の
ぞ
む
為
の
潔
斎
で
あ
る
の
が
、
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禊
祓
の
本
義
で
あ
つ
た
。

禊
祓
の
話
は
、
此
処
に
は
あ
づ
か
る
事
と
し
て
、
貴
人
誕
生
の
産
湯
は
、
誰

も
考
へ
る
や
う
に
禊
ぎ
に
過
ぎ
な
い
が
併
し
、
そ
の
水
は
単
な
る
禊
ぎ
の
為

の
水
で
は
な
く
、
或
時
期
を
限
り
、
あ
る
土
地
か
ら
、
此
土
に
よ
り
来
る
も

の
と
看
做
さ
れ
た
。
即
、
其
水
の
来
る
本
の
国
は
、
常
世
国
で
あ
り
、
時
は

初
春
、
及
び
臨
時
の
慶
事
の
直
前
で
あ
つ
た
。
海
岸
・
川
・
井
、
し
か
も
特

定
さ
れ
た
井
に
湧
く
の
で
あ
る
。
其
水
を
用
ゐ
て
沐
浴
す
る
と
、
人
は
す
べ

て
始
め
に
戻
る
の
で
あ
る
。
此
を
古
語
で
変ヲ
若ツ
と
云
ふ
。
其
水
を
又
変
若
水

ヲ
チ
ミ
ヅ

と
称
す
る
。
貴
人
誕
生
に
壬
生
の
汲
ん
で
と
り
あ
げ
る
水
は
、
即
、
常
世
の

変
若
水

ヲ
チ
ミ
ヅ

で
あ
つ
た
の
だ
。
中
世
以
後
、
由
来
不
明
な
が
ら
、
年
中
行
事
に
若

水
の
式
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
は
古
代
に
は
、
特
定
の
井
に
常
世
の
水
が
湧
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き
、
其
を
汲
ん
で
飲
み
、
禊
ぐ
と
若
返
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
た
為
の
名
で
あ

る
。

皇
子
御
誕
生
に
あ
た
つ
て
は
、
た
ゞ
の
方
々
と
皇
太
子
と
の
間
に
、
区
別
の

あ
り
や
う
は
な
か
つ
た
。
御
誕
生
後
、
後
代
の
日
嗣
御
子
が
お
定
ま
り
に
な

つ
て
、
其
中
か
ら
次
の
代
の
主
上
が
お
定
ま
り
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
出
現

せ
ら
れ
た
貴
種
の
御
子
の
中
、
聖
な
る
素
質
の
あ
る
方
が
、
数
人
日
つ
ぎ
の

み
子
と
称
へ
ら
れ
た
。
此
は
正
確
に
は
皇
太
子
に
当
ら
ぬ
。
飛
鳥
・
藤
原
の

宮
の
頃
か
ら
、
皇
子
・
日
つ
ぎ
の
み
子
の
外
に
皇ミ
子コ
尊
ミ
コ
トと
言
ふ
皇
太
子
の
資

格
を
示
す
語
が
出
来
た
ら
し
い
。
だ
が
、
も
つ
と
古
代
に
は
日
つ
ぎ
の
み
子

の
中
か
ら
一
柱
が
日
の
み
子
と
し
て
、
み
あ
れ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
其

間
の
物
忌
み
が
厳
重
で
あ
つ
た
。
此
が
所
謂
真 
床 
襲 

衾 
マ
ド
コ
オ
フ
ス
マ

を
引
き
被
カ
ヾ
フつ
て
居

14貴種誕生と産湯の信仰と



ら
れ
る
時
で
あ
る
。
此
物
忌
み
に
堪
へ
な
か
つ
た
方
々
に
、
幾
柱
か
の
廃
太

子
が
あ
る
。

万
古
不
変
の
大
倭
根
子
天
皇
の
御
資
格
は
、
不
死
・
不
滅
で
あ
つ
て
、
崩
御

は
聖
な
る
御
資
格
か
ら
申
せ
ば
、
一
種
の
中
休
み
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
片
方

に
は
中
の
一
寝
入
り
か
ら
目
覚
め
た
と
い
ふ
形
で
、
日﹅
つ﹅
ぎ﹅
の﹅
み﹅
子﹅
の
起
原

で
あ
る
。

み﹅
あ﹅
れ﹅
ひ﹅
く﹅
賀
茂
の
社
の
祭
り
も
、
此
信
仰
か
ら
出
て
ゐ
る
。
稚
雷
の
神
の

出
現
の
日
に
、
毎
年
賀
茂
川
を
斎
川
と
し
て
、
稚
雷
神
の
用
ゐ
始
め
た
後
、

諸
人
此
水
に
浴
し
た
の
が
み
あ
れ
ま
つ
り
の
本
義
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
平
安

朝
以
後
、
賀
茂
の
磧
が
禊
ぎ
の
瀬
と
定
つ
た
。
御
禊
ゴ
ケ
イ
は
元
よ
り
、 

御 

霊 

会 

ゴ
リ
ヤ
ウ
ヱ

の
祓
除
「
夏ナ
越ゴ
し
祓
へ
」
の
本
処
と
し
て
、
陰
陽
師
の
本
拠
の
様
な
姿
を
と

15



つ
た
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　2

」
中
央
公
論
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年3

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
古
代
研
究
　
民
俗
学
篇
第
一
」
大
岡
山
書
店

　
　
　1929

（
昭
和4
）
年4

月10

日
発
行

初
出
：
「
国
学
院
雑
誌
　
第
三
十
三
巻
第
十
号
」

　
　
　1927

（
昭
和2

）
年10
月

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
昭
和
二
年
十
月
「
国
学
院
雑
誌
」

第
三
十
三
巻
第
十
号
」
は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
に
移
し
ま
し
た
。

※
訓
点
送
り
仮
名
は
、
底
本
で
は
、
本
文
中
に
小
書
き
右
寄
せ
に
な
っ
て
い

17



ま
す
。

入
力
：
小
林
繁
雄

校
正
：
多
羅
尾
伴
内

2003

年12
月27
日
作
成

2004

年1

月25

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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